
広報

■努行

　　　　　　　　　　　　　●●

　　　　　　　　　　　‘翁1990／4月

．．　　　　　　　　　　　　　　　第365号
新潟県松代町役場総務課電話松代7－2220番　平成2年4月9日

《人ロの動き》

　3月末現在

ぺ一ジ 胤　　議　　鯨　　冨　　　　　噌　　霞

2～5 平成2年度の町の予算

6～9簾鍵礁醗灘離齢鞭灘鐵

10～11松代町の野鳥他

12～13灘縷繊懸麟灘縷

14　教職員の異動

15　灘灘騰繊鰭i灘麟灘難鞭纐

16　文芸・園芸

男2，644（一37）』女2，675（一47）計5，319（一84）世帯数1，543（一16）

出生2　死亡6　転入30　転出110
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平成2年度予算

昨年度比13％の伸び

4億7745万9000円

　　　2773万8000円
2億9愛万4000円
仁

　3億6324方6000円

険
几
又
㎜
道

　
施
保
療
　
診
永

康
険
健
保
　
康
易

民
健
　
民
国
国
簡

険保人老

騰醤　垂柵鴛賢難“鍛1日嚢騰彌円1棚
5325．9万円（1．8％）労働費814，7万円（0，3％）

消防費9699．6万円
　（3．3％）

民生費
1億6734．5万円

　（5．7％）

費
円
ー

士
防
％

“
明
る
く

生
き
生
き
と
し
た
定
住
の
里
”

　
私
た
ち
の
町
の
平
成
二
年
度
予

算
が
三
月
七
日
か
ら
開
か
れ
た
町

議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
編
成
は
、
関
谷

町
長
が
昨
年
の
町
長
選
、
町
民
対

話
集
会
を
と
お
し
て
得
た
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の

ふ
る
さ
ど
定
住

　
　
促
進
条
例
制
定

　
過
疎
と
高
齢
化
に
歯
止
め
を
、

と
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
の
今

回
の
予
算
の
目
玉
の
一
つ
、
「
ふ
る

さ
と
定
住
促
進
条
例
」
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

☆
新
規
就
労
者
報
償
金

　
U
タ
ー
ン
希
望
者
を
歓
迎
し
、

地
元
に
定
着
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
満
三
十
歳
未
満
の
”
元
町
民
”

で
、
町
内
か
町
外
企
業
に
就
職
、

又
は
家
業
を
営
む
た
め
に
U
タ
ー

ン
さ
れ
た
方
が
対
象
。
就
労
し
た

日
か
ら
一
年
経
過
す
る
と
十
万
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

第
一
歩
で
も
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
主
な
事
業
と
し
て
、
ふ
る
さ
と

創
生
一
億
円
を
も
と
と
し
た
芝
峠

温
泉
開
発
事
業
、
住
宅
と
企
業
進

出
の
た
め
の
団
地
造
成
、
若
者
の

定
住
を
推
進
す
る
た
め
の
「
ふ
る

さ
と
定
住
促
進
条
例
」
の
制
定
、

☆
結
婚
祝
い
金

　
後
継
者
対
策
の
一
環
と
し
て
設

け
ら
れ
た
も
の
で
、
松
代
町
に
居

住
し
、
住
所
を
松
代
町
に
持
つ
人

が
婚
姻
の
届
け
を
し
た
場
合
、
一

カ
ッ
プ
ル
に
三
万
円
を
支
給
し
ま

す
。

☆
出
生
祝
い
金

　
明
る
く
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

目
指
し
た
長
期
展
望
施
策
と
も
言

え
ま
す
。
人
口
の
高
齢
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
　
”
次
代

を
担
う
町
の
財
産
”
で
も
あ
る
子

供
の
誕
生
を
お
祝
い
し
ま
す
。

　
松
代
町
に
住
み
、
住
所
が
あ
る

夫
婦
の
間
で
誕
生
し
た
子
供
で
、

第
一
子
と
第
二
子
ま
で
は
二
万
円
、

　
　
　
づ
く
り
を

　
　
　
目
指
し
て

ス
キ
ー
場
、
ク
ロ
カ
ン
コ
ー
ス
、

流
雪
溝
整
備
等
、
利
雪
・
克
雪
対

策
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
“
町
づ
く
り
の
設
計
書
”
で
も

あ
る
予
算
の
概
要
を
簡
単
に
説
明

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
人
目
以
降
は
一
人
に
つ
い
て
三

万
円
の
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
す
。

保
育
料
の
軽
減
と

　
高
齢
者
福
祉
の
充
実
へ

　
保
育
料
の
軽
減
は
、
　
「
保
育
園

の
保
育
料
が
高
い
が
な
ん
と
か
し

て
…
」
と
保
育
園
に
通
う
子
ど
も

を
持
つ
親
か
ら
の
声
に
応
え
た
も

の
で
、
所
得
階
層
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
国
の
基
準
額
を
大
幅
に
抑
え
、

子
供
を
安
心
し
て
保
育
園
に
通
園

さ
せ
て
親
の
負
担
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
夫
婦
共
稼
ぎ
を
助
長
し
、

所
得
の
安
定
化
に
も
手
助
け
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
の
福
祉
対
策
と

し
て
家
庭
奉
仕
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
）
を
一
人
増
や
し
て
三
人
に
。
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隔

総務費

5億3195．7万円

　（18．0％）

土木費

5億3160万円

（18．0％）

公債費

5億1763．7万円

　（17．5％）

農林業費

4億1253．2万円

　（14．0％）

教育費
3億4063．5万円

　（11．5％）

，衛

2億54

　（7

町
内
全
域
に
ゆ
き
届
い
た
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
お
年
寄
り
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
お
伝
い
を
し

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
老
人
憩
の
家
「
渋
海

荘
」
の
二
階
を
自
炊
生
活
で
き
る

よ
う
に
改
築
し
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
冬
期
間
”
道
つ
け
”
や

”
雪
掘
り
”
が
で
き
な
い
お
年
寄

り
を
雪
か
ら
一
時
的
に
守
り
、
生

ま
れ
育
っ
た
自
然
豊
か
な
松
代
の

地
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

共
同
浴
場
を
建
設

　
昨
年
九
月
に
芝
峠
で
噴
出
し
た

温
泉
を
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
今
年
か

ら
い
よ
い
よ
開
発
に
着
手
し
ま
す
。

　
“
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
”
の

活
用
の
三
本
柱
の
一
つ
で
、
今
年

は
共
同
浴
場
的
施
設
の
建
設
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
運
動

公
園
、
観
光
農
園
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
を
来
年
度
以
降
順
次
整
備

し
、
町
の
観
光
の
核
と
し
て
位
置

づ
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

織嚢萎鞭
　　譲．、　　撒灘馨韓．．鑛難難

その他7，781万円（2．6％）

　　　　鰐

財産収入5，320万円（1．8％）

5
　
騒
　
　
　
謬

諸収入7，234万円（2．5％）

自
主
財
源
2
3．1

　　町　　税
2億1523万円（7．3％）

　　　　　　沖
燃℃灘憩，，己

　中　　卜　　　覗

　鰯籔ウ

　　　鰻i騰　　翻燃　　　鑓
．翻　韮　　　難　毒

　　　遜　　　欝難　　　　藝

難　　灘轍毒鶏
楚

　　繰入金
2億6357万円（8．9％）

、蕊　懸羅難灘撚灘覇麟
　　　　　8078万円　　　　（2．7％

　1％

、・麗朋

無騒蛾　簗灘・
　　　灘鞭、

灘灘

　　　依1
地　方　譲　与　税　他
国　庫　支　出　金　　　　　　　6679万円　　　　（2．3％）

県支出金　2億2408万円　（7．6％） 存・

田丁　　｛責　2億6530万円　（9．0％）

地方交付税
　　　16億3390万円

　　　　（55．3％）

財1

源
7
6．9・
％
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住民課 総務課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郎
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
生
）
）
）
）
）

　
祉
　
　
協
保
　
　
　
　
　
保
　
保
　
保
　
民
　
衛

三
　
〃
〃
　
・
〃
〃
〃
〃
〃
・
〃
・
〃
・
〃
　
〃
健
〃
〃
〃
〃
〃

　
福
　
　
社
松
　
　
　
　
　
室
　
蒲
　
犬
　
住
　
保

田
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
一
世
久
人
子
子
え
子
江
子
ノ
子
江
子
江
子
茂
美
司
勝
子
代
子
子

武
じ
津
シ
ョ
枝
美
ね
美

　
健
英
　
勇
孝
町
ふ
定
美
ト
キ
千
喜
好
絹
み
　
広
武
　
保
和
由
淳

長
　
川
　
本
木
口
　
潟
月
岸
藤
藤
岸
藤
山
　
賀
　
山
橋
野
井
井
橋

課
柳
市
柳
山
鈴
石
柳
西
若
山
佐
佐
山
佐
本
柳
山
柳
小
高
大
数
酒
高

　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
O

o宮　沢　諄　一（水　道）
籾口　　　　　　　　　辛谷　（　　〃　　）

菅井正一（〃）
○米持恒敏（国保）
室岡　　徹（
斉木美恵子（

家庭奉仕員賃金等　　　482万円

老人クラブ活動費　　　204万円
重度・心身障害者医療費扶助　　438万円

　
　
太
且
　
　
　
）

和
一
監
）
）
通
）
）
）
）
）

　
　
挙
報
政
交
　
務

政
嵩
選
　
　
輿
〃
　
〃
〃
〃

　
　
謙
広
財
防
（
庶
（
（
（

谷
橋
ー
（
（
ー
　
（

　
　
夫
雄
良
司
男
子
子
子
子

関
高
　
　
　
　
　
　
　
　
津

　
　
達
敏
一
健
松
恵
慶
栄
美

長
事
藤
持
藤
川
口
野
方
辺
島

　
参
　
　
　
　
　
　
　
　
野

課
副
佐
米
斉
市
石
牧
西
田
小

　
　
○

議会運営費　　　　　4，677万円

嘱託員行政事務委託　　703万円

広報等印刷費　　　　400万円

交通安全対策　　　　　328万円

農業委員会委員選挙　　200万円

上越地域消防負担金5，687万円

消防施設費　　　　　2，166万円

奨学金貸付　　　　　　252万円

養

○印は係長（以下同）

税務課・

　　　こ

　　　　　メ

取んン

四
月
か

　
こ
の

マ
ー

ノな
仕
り

組事で

みに

ま

ら

渋海荘内部改修工事等250万円

保育所運営費

国民年金事務費

戸籍事務費

健康診査委託料

7，952万円

1，068万円

1，075万円

2，196万円

危険物・ゴミ収集委託　1，026万円

配水管布設替工事、他（簡水会計）5，250万円

簡易水道特別会計へ7，760万円

国民健康保険会計へ2，670万円

老人保健特別会計へ1，846万円

　
の
　
　
　
　
　
円

雄
税
）
）
）
）
万

　
（
1
　
　
2
　
　
4

　
　
　
　
　
　
7

コ
　
　
ノ
き

ワ
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

釆
」
白
跡
　
　
“
　
　
“
　
，

　
＼
　
｛
し
　
　
　
ノ
T
し
　
　
　

ー

　
コ
ノ
杉
　
　
私

』
＼
　
　
　

（
　
（
　
（
　
（

オ
　
賀
平
美
守
男

鈴
山
　
　
良
和
　
明

　
　
　
　
　
　
費

長
事
口
藤
沢
澤
収

　
参
　
　
　
　
徴

課
副
樋
佐
相
松
課

　
　
　
　
○
　
賦

収入役室

　
平
）
）

　
納
計

　
浩　
出
会

　
潟
（
（

　
勉
子

理
西
代
　

月

務
職
事
木
堺

役
参
入
副
斉
小

収
　
o

す

　
産
業
課
を
産
業
企
画
課
に
、
社

会
課
を
住
民
課
に
す
る
な
ど
役
場

内
の
機
構
の
改
革
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
職
員
の
配
置
変

え
が
あ
り
ま
し
た
の
で
各
課
ご
と

の
職
員
も
併
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
業

務
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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産業企画課建設課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

栄
勝
夫
興
）
）
興
）
興
）
）
光
）
域
）
）

　
　
　
振
画
振
振
　
観
広
委

幸
利
域
〃
域
〃
業
〃
〃
工
〃
頸
〃
・

　
　
　
地
企
　
地
　
産
　
　
商
　
東
　
農

月
永
場
（
（
（
（
（
（
ー
（
（
（
（
（
（

　
　
　
　
郎
夫
男
夫
一
彦
子
二
雄
俊
孝
郎

若
松
馬
　
市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
英
則
定
芳
幸
利
裕
徳
博
秀
正
太

長
事
事
　
谷
藤
堺
田
沢
　
　
持
口
岡
岸
木

　
　
参

課
参
副
　
関
佐
小
武
相
柳
柳
米
石
室
山
鈴

　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
O

夫
猛
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

　
　
林
　
　
　
　
木
　
　
　
務
　
械

禾
乃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
〃

　
　
農
　
　
　
　
土
　
　
　
業
　
機

橋
田
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
　
泰
栄
彦
治
郎
茂
一
博
蔵
雄
江
治
郎

高
池
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太

　
　
宣
美
清
栄
祥
　
信
　
孝
善
満
芳
益

長
事
橋
羽
木
谷
橋
岡
藤
橋
野
　
原
木
山

課
参
高
萬
鈴
関
高
室
佐
高
茂
柳
福
斉
秋

　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
O
　
　
O

教育委員会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
男
）
）
）
）
）
）
）
）
育
）
）
）
）
）

　
　
務
　
中
小
小
小
小
小
教
館
　
教
体

昭
公
　
〃
　
　
　
　
　
　
校
民
〃
　
　
〃

　
　
庶
　
松
蒲
北
松
孟
奴
学
公
　
社
社

谷
藤
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
　
夫
工
儀
雄
作
苗
子
弘
郎
夫
マ
彰
代
夫

関
佐
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀

　
　
哲
ハ
盛
幸
幸
早
洋
一
一
丈
タ
　
幸
徹

　
長
長
課
沢
　
山
岸
口
　
羽
藤
川
口
原
口
木
藤

育
民
教
公
相
柳
村
山
樋
柳
万
佐
堀
石
桑
樋
鈴
佐

　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
O

　　　　　螺　　　　畿
　　万円　93
警

癖

名平・池尻地区農道

農道・圃場整備補助金

　　　　　　　　　1，768万円

芝峠地区・蓬平地区かんがい排水工事

　　　　　　　　　3，560万円

町道除草剤・散布機　　260万円

蓬平・田沢・小屋丸駐車場整備

　　　　　　　　　　390万円

松代・海老・東山線改良工事

　　　　　　　　　3，010万円

冬期保安要員報酬　　　873万円

　　　　　　　　　　　　　　　松代・海老・東山線改良工事

li難；隷難ll繋iiiiiil蝦繋llii羅

　　　　　　　　　587万円，、、萎奴奈川地区流雪溝●千年ファミリロ　東頸城広域組合（農業共済）補助金

鰍ζ欄1：lll、i繊離護繋靱ll牒鰐
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お
天
気
も
昧
方

第
3
回
冬
の
陣
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎜
天
候
を
も
味
方
に
入
れ
て
し
ま

㎜
っ
た
「
冬
の
陣
」
。
人
出
も
今
ま

㎜
で
最
高
の
五
千
人
と
か
。

一
　
一
歩
町
外
に
出
れ
ば
雪
は
見
ら

厭
動
傷
馨
撫
賭
ゆの

雪
の
芸
術
展

　
少
雪
の
中
で
雪
を
集
め
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
春
の
雪
は
ザ
ラ
メ
で

扱
い
に
く
い
な
が
ら
も
、
参
加
し

た
六
つ
の
子
供
会
の
み
な
さ
ん
は

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
立
派
な
雪
像
を

完
成
。
雪
祭
り
に
ふ
さ
わ
し
い
演

出
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
驚

主
役
と
な
り
ま
し
た
。
一
謝

も
雪
の
上
で
の
祭
り
が
楽
し
い
も

の
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
　
「
冬
の
陣
」

は
町
内
の
祭
り
か
ら
町
外
の
祭
り

へ
と
大
き
K
嘩
耀
し
ま
し
た
り
　
」

…
子
供
た
ち
の
鳥
追
い
う
た
が

…
夜
の
部
の
“
火
付
け
役
”
に

↑
ざ
，
W
伽
衿
砂
爽
柱
が
占
昌
4
ど
燐
幻
ど
が
顧
：

文イ

　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
騰
麟
ね

｝
難
禽
　
　
　
　
F

　
　
　
　
懇

　
　
　
瀦

慧
縦
ザ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

、
　
　
　
　
　
　
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
演

　
　
　
　
　
　
　
懸
　
黒

　
繊
　
　
　
　
　
　
　
館

－
灘
羅

　
嬢
　
　
　
　
　
　
　
纏

　
　
　
㈱
　
　
　
　
　
ー
縫

　
　
　
椰
　
　
　
藝
　
　
　
黛

蟻
叢
灘
欝
融

榊

潟東村から子供会の太鼓を披露

↓祭りの盛大さに驚いていました

　
　
　
　
　
灘
繊

↓
鏡
割
り
で
祭
り
が
ス
タ
ー
ト

大
勢
の
人
出
の
中
を
み
こ
し
が
ね
り
歩
く

↑
活
き
生
き
賞
の
松
苧
ビ
ン
ビ
ン
み
こ
し
（
犬
伏
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　　　　　　ぬ
撫
甜 鋤噛
　撚、灘灘騰
鱗霞欄購　捧　　雛
　轟㈱騰灘灘撒　　㈱
灘灘灘購輔難灘轍灘難灘纈締

ρさき罰　鷹講連会長賞
　競

　　　藤　繊灘
、轟

撫
購
ー
難

　
　
　
騨
瞭

　
　
　
　
灘

　
　
灘

蓬　
　
購
灘
麟

　
　
　
　
繭

　
　
　
騰

　　　　　　　　　賞　　　　　　　　長　　　　　　　会　　　　　　興　　　　　　振　　　　　育　　　　教　　　コ　　蕪　漏
　｛z
「

　難懇．
搬

欝鱗　　　羅

雪の芸術展部会長賞

鑑蘇

頒
旨

驚ll…：ぎ一る’」

　　　大賞

騒

↓
群
馬
か
ら
自
衛
隊
音
楽
隊
も

応
援
に

　
　
　
　
　
懸

釧嚢論、
、

一

ロ

　
ス
テ
ー
ジ
上
で
は

う
す
を
使
っ
て
モ
チ
つ
き

　　輔一　　帯

翻蜘徽

　
　
漁

　
　
へ
　
　
　

蒙
ぎ

孔
撃

雛
蕪

論鎌灘織講騨鑛繍
灘

蝋↓見
る
人
を
ウ
ッ
ト
リ
さ
せ
る

雪
上
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　雪中相撲大会
o子供の部
優勝　土屋裕輔（西川町）

2位加藤裕司（埼玉）
3位　小堺吉徳（儀　明）

o大人の部
優勝　数井憲一（松　代）
2位　山本一男（孟　地）

3位　小林幸二（滝　沢）

　　　　難

　　灘
　灘

　羅

襲
　　　　縄

醗
繕
響

騰
輪
醜
購
，
、

纏
鱒
魅

　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
蝕
響
・

、
鞭
難

　
　
　
　
　
鱒

　
　
、
懸
縣
、
灘

　
　
　
　
　
瀬

，
欝
，
　
　
　
　
慨

蒙
聾

輪
欄

、
懸
賦

帯
　

　　　　　　　　　こし

　　　　麩

　　　桑
　　翼　　撫　進
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
瀦

　
　
　
　
難
鞭
鱒

照
魑
辮
韓
欝
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塗

毒雛

越
後
松
代
北
越
北
線
み
こ
し
（
室
野
）

　
　
総
合
優
勝

松
苧
み
こ
し
（
親
町
）
は

　
　
ア
イ
デ
ア
賞
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認

泰凱（鰯）
　
郷
主
東

城麟

謡

城代家老

植木貴幸凱（松代

騰灘　灘饗翻

鑛翻灘

i鱗難　　灘磯灘埆

欝難灘翻鱗　謬灘騰灘　　　灘欝灘　　灘　i講難…灘羅難籔　i灘灘欝雛懸雛　、翻

㈱鱗礎禰購鞭麹，難薦i燕職il…i霧騰懸簸灘灘灘

侍大将

関谷浩行凱（新潟市

　　　○印はグアム当選

　　　以下敬称略

4　室岡　春男（仙　納）

5　室井　富男（高田自衛隊

6　西村　利夫（柏崎市）

7　石井　政男（高田自衛隊

8　藤田　健男（浦川原村）

9　室岡　正宏（仙　納）

10　市川　彰次（池之畑）

11春日　　亘（十日町市）

12　佐藤　俊一（新潟市）

13　草村　康夫（室　野）

14　今成　範夫（六日町）

15　中沢　　実（木和田原）

16　丸山　洋一（小千谷市）

17　江村　　陽一（高田自衛隊

18　松山　邦夫（犬　伏）

19　吉田　直彦（松　代）

20　菅井　太一（名　平）

21相沢佐一郎（太　平）

22　菅井　一之（新潟市）

23　関谷　　正（東　京）

24　野沢　雅行（松代分所）

25　渡辺　幹雄（新潟市）

26柳　　貞治（苧　島）

27　佐藤　勝吉（室　野）

28　谷中　重樹（東　京）

29　小野島静夫（会　沢）

30　相沢　　勇（太　平）

31　石塚　貞二（上越市）

32鈴木　正利（松　代）

33　佐藤　正樹（高田自衛隊）

34　米本　徳義（東　京）

35神田　昌彦（上越市）

36　高橋トモ子（松之山町）

37　田辺　智幸（六日町）

38　高橋　重一（松　代）

39　鈴木　明雄（松　代）

40　近藤　晃彦（小千谷市）

41楠　　　剛（上越市）

42　米持　英雄（松代病院）

43　小林　　守（松代分所）

44　小松　伸幸（B　S　N）

45　中村　善信（松　代）

46石田　安一（苧　島）

47　宮本　隆一（松　代）

48　野沢　和則（松　代）

49　若井　　聡（松代病院）

50栗田　秀樹（上越市）

51高橋　哲生（上越市）

52高橋　公一（上越市）

53飯山　一男（上越市）

54　村田　明彦（新潟市）

55柳　　正勝（鉄道公団）

．
夢
、
蕊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歪

居並ぶ戦士の前で3代目城主認定証が東郷さんに授与される

の
っ城三

と
れ
松
代
城

代
蛆
東
郷
泰
さ
ん
が
奪
取
1

　
「
冬
の
陣
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
き

た
「
の
っ
と
れ
！
松
代
城
」
。
三

回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
　
”
女
の

60

分
”
の
テ
レ
ビ
取
材
と
グ
ア
ム

島
旅
行
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
手
伝
っ
た

の
か
町
外
者
か
ら
の
申
込
み
が
ぞ

く
ぞ
く
。
予
約
申
込
み
の
段
階
で

予
定
の
二
百
人
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、

引
い
媛
隠
甥
騨
齢

“
女
の
6
0
分
”
の
杉
田
こ
ゆ
り
さ
ん
、
中
安
み
ゆ
き

さ
ん
の
両
ア
タ
ッ
カ
ー
も
意
気
揚
々
と
入
場

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
出
る
ほ
ど
に
。

　
二
・
五
キ
。
の
コ
ー
ス
内
に
待
ち

受
け
る
難
所
を
物
と
も
せ
ず
に
走

り
抜
け
、
見
事
三
代
目
城
主
と
な

っ
た
高
田
自
衛
隊
所
属
、
東
郷
泰

さ
ん
⑳
は
、
レ
ー
ス
後
、
鎧
か
ぶ
と

に
身
を
包
み
「
陸
上
部
の
経
験
は

あ
り
ま
し
た
が
思
っ
た
よ
り
き
つ

い
レ
ー
ス
で
し
た
。
賞
品
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
一
石
は
神
奈
川
の
実
家
に

送
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
来
年
も
出

ま
す
一
と
意
欲
満
々
。

　
初
代
城
主
の
山
賀
健
一
郎
さ
ん
（

池
之
畑
）
、
二
代
目
牧
田
義
明
さ
ん

（
峠
）
に
次
い
で
三
代
目
城
主
と

し
て
東
郷
泰
さ
ん
の
名
前
が
松
代
城

に
残
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
ま
で
ず

嘱
裳
ミ
麹
藻
・
隊
長
，
f

難

一一磁　蝋ン『1　　　　眉■賑　　　　澗■藤萎＝…　　嫡難瞬恥鞄』凱㎜

188名の戦士に村山突撃隊長の傲が

とぶ
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124木木　　　　淳（鉄道公団）

125大野　頼子（東　京）

126伊藤ルリ子（東　京）

127小島

128中沢

129安田

130斉木

131，駒井

132石口

133保苅

134山口

文彦（松代）

良男（下田村）

佳央（東　京）

幸吉（松代病院）

真弓（東京）

朋子（白根市）

洋一（黒埼町）

聡子（松代高）

135若井美和子（松代高）

136青山

B7水野

138小堺

139富沢

140松本

141海野

142市川

143中沢

144荻野

145桜沢

146山岸

147伊藤

148金子

友之（川崎市）

俊哉（上越市）

明美（松代高）

恭松（松代）

直子（東京）

和之（東京）

道雄（池之畑）

明美（下田村）

洋子（三和村）

正一（松代）

和美（蒲生）

誠（東京）

　敦（相模原市）

149山賀恵、美子（松代高）

150山岸　正美（松代高）

151村山　澄江（松代高）

152若月　直美（松代高）

153小林雄一郎（上越市）

154服部修一（鉄道公団）

155藤代　有人（川崎市）

156羽鳥奈緒美（松代高）

157下村　弘美（横浜市）

158高橋美和子（松代高）

159関谷美由紀（松代高）

160本柳　幸子（松代高）

161宮沢みどり（松代高）

162佐藤美由紀（松代高）

163浅野　久子（東　京）

164柳　　佳子（松代高）

165福島由紀子（松代高）

166相沢みどり（松代高）

167池田　直美（松代高）

168古田　　宏（鎌ヶ谷市）

169保坂　芳彦（中里村）

170端佐知子（船橋市）

171鈴木　妙子（松戸市）

172阿武　　泉（流山市）

173柳　　明美（松代高）

174小堺　和美（松代高）

175丹保あずさ（東　京）

176山本　由里（東　京）

177金子　真弓（横浜市）

178米原美代子（東　京）

179不破　章夫（東　京）

180大窪めぐみ（草加市）

181水野　智子（東　京）

182鍵山　利行（東　京）

183藤村　敦子（東　京）

184大平ゆ1）子（上越市）

185関　　則子（上越市）

186浜田留美子（上越市）

187杉田こゆ1）（テレビ朝日）

188中安みゆき（テレビ朝日）

56山賀　浩一（小荒戸）

57柳　　　努（松　代）

58太田　正明（新潟市）

59永井　　泰（室　野）

60山田　孝司（東　京）

61楡井　正敏（柿崎町）

62市川　善作（松　代）

63本柳　　学（松代高）

64高松　義広（中郷村）

65三樹　孝博（横浜市）

66阿部　芳孝（新潟市）

67水野　幹久（東　京）

68山岸　　宏（木和田原）

69高橋　将樹（上越市）

70米持　義典（室　野）

71田中　敏也（東　京）

72波形　和弘（松代病院）

73岩崎　健治（中郷村）

74珊王胡　　修（松代病院）

75若井　剛也（蓬　平）

76高波　義明（中郷村）

77滝沢　　，恵一（大島村役場

78柳　　信夫（千年）

79原　　正臣（館林市）

80佐藤　孝之（大和市）

81小松　哲也（鉄道公団）

82若月　庚平（孟　地）

83浦野　正樹（志木市）

84西　　博之（川崎市）

85斉藤　正彦（上越市）

藤

↓剣が峯高い所は苦手なんだ

860山岸真志（松代高）

87相沢　一文／松代高）

88小堺　光博（松代高）

89南雲　靖夫（上越市）

90久保田忠雄（上越市）

910岡田祐樹（上越市）

92久保田　傑（東　京）

93若月　　誠（海　老）

94丸山志穂（松代高）麟

95箕輪隆久（柿崎町役場）群

96中西　俊之（川崎市）

97武田　和美（上越市）

98福原　正子（松之山町）

99麦倉　　哲（東　京）

100大屋　和隆（所沢市）

101尾崎　利行（鉄道公団）

102早111新八郎（豊栄市）

1030寺門征男（東　京）

104日吉　哲也（東　京）

105富樫　義昭（新発田市〉

106藤田サト子（浦川原村〉

107長井

108二宮

109武田

110俊藤

m安尻
112服部

芳次（柿崎町役場）

　徹（川崎市）

清子（千年）

好美（東京〉

正樹（上越市）

則子（室　野）

113斉藤美智子（田野倉）

114相沢タツ子（太　平）

115酒田フサ子（東　京）

116柳　　智子（松代高）

1170美素金人（新座市）

118柳　ふじえ（松　代）

119須貝由美子（松代病院）

120赤井

121垣間

122森園

123鶴田

孝吉（名古屋市）

保志（鉄道公団）

，馬発士（鉄道公団）

陵治（東京）

　ロロロロロロロロロ　ロド　ロド　ドド　　ロ　　じロ　ロ　コじ　ロ

↓騎馬止め破りで一苦労

謡

↑馬落し、力を借してえ
1＿＿＿＿＿一一＿一一＿一一一一一一＿＿＿一一＿＿一＿＿＿一一＿＿＿

凝

難鰻．燃騰
噸颯曝撫灘雛羅難

醐瀞
趨磁撫

↑戦場に架ける橋　みんなで渡れば　　　　　　　　　　　　　怖くない

コ
ロ
ロ
ペ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ド
し
ド
し
ド
ド
ド
ロ
ロ
ロ
ラ
し
ロ
ド
ド
し
し
ド
ド
ド
ラ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ド
し
ド
レ

↑
石
垣
登
り
　
ゴ
ー
ル
は
す
ぐ
そ
こ

↑砦越えあまり急な雪山に足が止まってしまいます。
　甲　　

↑堀越えスイスイとは滑りません

↓一地屡訣谷”気券1まダ＝サジー

　
　
　
灘

　
　
　
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
騨

　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

辮 灘
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の
額
鳥

　
田嚇
　
藁
叢
ヂ

　
灘
蒔
田
5

ポ
　
も
う
、

裏
の
林
で
、

ポ
ロ
リ
、

シ
リ
ー
ズ
⑰

キ
ビ
タ
キ

　
　
　
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
オ
ー
シ
ッ
ク
、
ポ
ッ

　
　
　
　
ポ
ッ
ポ
ロ
リ
ー
と
い
う

よ
う
な
鳴
き
声
が
聞
け
ま
す
か
？

　
今
回
は
、
日
本
の
三
鳴
鳥
の
オ

オ
ル
リ
（
昭
和
六
十
二
年
六
月
号
、

シ
リ
ー
ズ
④
参
照
）
に
次
い
で
、

姿
、
声
と
も
に
美
し
い
鳥
で
、
「
黄

色
の
マ
ユ
」
を
し
た
ヒ
タ
キ
と
い

う
意
味
の
、
キ
ビ
タ
キ
に
つ
い
て

書
い
て
み
ま
す
。

　
本
種
は
、
ス
ズ
メ
目
ヒ
タ
キ
科

ヒ
タ
キ
亜
科
に
属
し
、
日
本
に
は

夏
鳥
と
し
て
渡
来
し
ま
す
。
松
代

町
に
は
、
ブ
ナ
が
芽
ぶ
く
四
月
中

旬
こ
ろ
に
渡
っ
て
来
て
、
若
葉
の

か
げ
で
、
美
し
い
サ
エ
ズ
リ
を
聞

か
せ
て
く
れ
、
普
通
に
観
察
で
き

る
鳥
で
す
が
、
や
っ
か
い
な
こ
と

に
オ
オ
ル
リ
の
よ
う
に
目
立
つ
と

こ
ろ
に
あ
ま
り
出
ず
、
木
の
葉
の

か
げ
等
で
好
ん
で
サ
エ
ズ
リ
、
声

だ
け
で
識
別
し
よ
う
と
す
る
と
オ

オ
ル
リ
に
ま
ち
が
い
や
す
い
の
で

す
。
オ
オ
ル
リ
の
サ
エ
ズ
リ
は
最

松
　
永

洗

後
に
「
ジ
ジ
ッ
」
と
い
う
よ
う
な

声
が
入
る
の
で
キ
ビ
タ
キ
と
識
別

で
き
ま
す
。
し
か
し
「
ジ
ジ
ッ
」

と
入
ら
な
い
時
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
ん
な
時
は
ゆ
っ
×
り
と
聞
き
わ

け
な
け
れ
ば
種
類
を
ま
ち
が
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
本
、
種
は
、
百
羽
い

れ
ば
百
羽
と
も
そ
れ
ぞ
れ
鳴
き
方

が
ち
が
い
、
姿
と
声
が
一
致
し
な

い
鳥
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
探
鳥

会
で
こ
の
鳥
が
鳴
き
出
し
た
ら
、

姿
を
発
見
す
る
ま
で
確
答
を
さ
け

た
方
が
よ
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
探

鳥
会
の
講
師
泣
か
せ
の
鳥
の
一
種

で
す
．

　
形
態
は
一
度
見
た
ら
す
ぐ
お
ぼ

え
ら
れ
る
く
ら
い
は
っ
き
り
目
立

つ
色
彩
を
し
て
い
ま
す
。
大
き
さ

は
ス
ズ
メ
よ
り
や
や
小
さ
く
、
雄

は
上
面
が
黒
く
、
翼
に
は
背
面
か

ら
見
て
逆
八
の
字
形
に
白
斑
が
あ

り
、
眉
斑
と
腰
は
黄
色
、
喉
か
ら

胸
は
オ
レ
ン
ジ
色
が
か
っ
た
黄
色

で
、
腰
は
白
色
。
雌
は
雄
に
比
較

し
て
地
味
で
、
全
身
が
ほ
ぼ
一
様

に
緑
褐
色
で
腹
部
は
汚
白
色
で
あ

り
、
腰
か
ら
尾
の
上
面
に
か
け
て

や
や
赤
味
の
あ
る
色
彩
と
な
っ
て

い
ま
す
。
サ
エ
ズ
リ
は
最
初
に
書

き
ま
し
た
よ
う
に
鳴
き
ま
す
が
、

熱
が
入
る
と
、
ツ
ク
ツ
ク
オ
ー
シ

／
＼
と
入
り
ま
す
。
地
鳴
き
は
ピ

ッ
ピ
ッ
、
ク
ル
ル
ッ
と
い
う
よ
う

に
鳴
き
、
雌
は
、
ヒ
ヒ
、
ヒ
ヒ
と

鳴
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
本
種
の
繁
殖
ナ
ワ
バ
リ
は
、
直

径
百
m
か
ら
百
五
十
m
で
、
低
山

帯
の
落
葉
広
葉
樹
林
や
針
、
広
混

交
林
、
亜
高
山
帯
の
林
な
ど
で
生

活
し
、
樹
洞
や
、
倒
木
の
折
れ
口

の
穴
の
ほ
か
巣
箱
に
営
巣
し
、
他

の
ヒ
タ
キ
類
の
よ
う
に
木
の
枝
に

は
作
り
ま
せ
ん
。
巣
材
は
落
葉
広

葉
樹
の
枯
葉
つ
る
、
蘇
類
、
コ
ケ

な
ど
を
利
用
し
、
直
径
五
、
五
㎝

位
の
巣
を
作
り
ま
す
。
巣
を
作
る

場
所
は
、
地
上
六
m
位
の
高
さ
で
、

口
径
（
巣
の
入
口
の
穴
）
が
五
～

十
㎝
の
樹
洞
が
多
く
、
営
巣
樹
は

孤
立
木
で
周
囲
に
大
き
な
空
洞
が

あ
り
、
巣
の
下
二
m
前
後
の
と
こ

ろ
に
必
ず
低
層
木
が
密
生
し
て
い

る
所
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
上

に
生
息
す
る
天
敵
の
目
を
く
ら
ま

す
の
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
巣
が
で
き
ま
す
と
雌
は

4
月
6
日
～
4
月
1
5
日

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
守
り
ま
す
　
ぼ
く
も
わ
た
し

　
も
　
交
通
ル
ー
ル

重
点
　
O
　
子
供
と
高
齢
者
の
歩
行
中
、

　
　
自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故

　
　
防
止

　
口
　
若
者
運
転
者
に
よ
る
無
謀

　
　
運
転
の
防
止

　
口
　
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ
ー

　
　
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

　
　
着
用
の
徹
底

隻、，、
㌔
リ
グ

あ

る
轟

　
　
4
、
ぜら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癖
量

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　
　
　
　
県
民
運
動
の
実
施

期
日
　
平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

　
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一

　
年
間

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
お
年
寄
り
も
、
横
断
歩
道
は

　
手
を
あ
げ
て

　
お
年
寄
り
の
交
通
安
全
五
則

①
外
出
し
た
と
き
は
、
明
る
い
う

　
ち
に
帰
宅
し
よ
う
。

②
歩
道
の
あ
る
道
路
で
は
必
ず
歩

　
道
を
、
歩
道
の
な
い
道
路
で
は

　
右
端
を
歩
こ
う
。

③
道
路
は
右
、
左
の
安
全
を
確
か

　
め
て
、
無
理
し
な
い
で
渡
ろ
う
。

④
踏
切
で
は
必
ず
一
度
止
ま
っ
て
、

　
右
、
左
の
安
全
を
確
か
め
よ
う
。

⑤
自
転
車
で
右
へ
曲
が
る
と
き
は
、

　
一
度
止
ま
っ
て
右
後
ろ
の
安
全

　
を
確
か
め
よ
う
。



1”mII””II41111ill”1111”1こうほう・まつだい（2．4月号）iI”ll”IIlll“IIIllIIII”1”“IllIIIIlll”IIIllII”IIll”llIII“IIIIllllIllIIII”llll川1””IIIIllIlllll””Ill“”llllllll”1“III”lll””IIlillIIII“IIllII”1“ll“1

青
白
い
地
に
淡
紅
色
の
ま
だ
ら
模

様
の
あ
る
卵
を
四
～
五
個
産
み
、

十
二
～
十
三
日
間
抱
卵
し
ま
す
。

こ
の
間
他
の
鳥
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
抱
卵
中
の
雌
に
対
し
雄
は
餌
を

運
ぶ
と
い
う
よ
う
な
行
動
は
な
い

と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
雌
は
抱

卵
し
な
が
ら
短
時
間
で
巣
を
離
れ

て
餌
を
食
べ
た
り
用
を
た
し
た
り

す
る
の
で
す
。
し
か
し
雛
が
か
え

る
と
そ
れ
ま
で
何
も
し
な
か
っ
た

雄
は
、
餌
運
び
、
雛
の
フ
ン
の
運

び
出
し
な
ど
を
行
な
い
、
雌
に
協

力
し
て
子
育
て
を
し
ま
す
。
餌
運

び
は
、
巣
立
ち
一
日
前
に
は
合
計

一
九
四
個
と
ひ
ん
ぱ
ん
に
餌
運
び

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
親

鳥
に
育
て
ら
れ
た
雛
は
十
二
日
位

で
巣
立
ち
を
し
ま
す
。
雛
に
運
ぶ

餌
も
、
親
鳥
の
餌
も
ゴ
ミ
ム
シ
、

コ
メ
ツ
キ
ム
シ
、
ク
ロ
バ
エ
、
イ

エ
バ
エ
、
キ
ン
バ
エ
な
ど
の
昆
虫

が
主
食
で
、
秋
に
は
ツ
ル
マ
キ
サ

の
実
、
ヤ
ブ
マ
メ
な
ど
の
植
物
も

食
べ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
キ
ビ
タ
キ
に
は
方
言
が
割
合
多

く
、
キ
ク
イ
タ
ダ
キ
、
キ
タ
キ
、

ワ
タ
リ
ヒ
タ
キ
、
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ

灘

シ
、
キ
ミ
タ
キ
、
コ
ル
リ
、
ヒ
タ

キ
な
ど
が
あ
り
全
国
的
に
も
も
っ

と
多
く
な
り
ま
す
。
方
言
の
キ
ク

イ
タ
ダ
キ
は
、
別
に
ヒ
タ
キ
科
ウ

グ
イ
ス
亜
科
に
、
正
準
和
名
の
キ

ク
イ
タ
ダ
キ
が
お
り
、
こ
れ
は
姿

と
声
が
一
致
し
な
い
ま
ま
誰
か
が

キ
ク
イ
タ
ダ
キ
と
言
っ
た
こ
と
が

そ
の
ま
ま
残
っ
た
も
の
の
よ
う
で

す
し
、
ワ
タ
リ
ヒ
タ
キ
は
夏
鳥
と

し
て
渡
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
つ
け

ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
は
鳴
き
声

か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
松
代
町
で
は
こ
れ
か
ら
、
あ
ち

こ
ち
で
、
キ
ビ
タ
キ
の
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
松
代
区
、

松
代
城
跡
公
園
、
莇
平
、
池
尻
、

蒲
生
、
室
野
、
蓬
平
、
犬
伏
、
孟

地
方
面
の
ブ
ナ
林
に
多
い
よ
う
で

す
。
い
つ
か
ま
た
松
代
町
で
キ
ビ

タ
キ
の
サ
エ
ズ
リ
を
心
ゆ
く
ま
で

聞
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
こ

の
項
を
終
り
ま
す
。

（
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
い
ま
す
「
松

代
町
の
野
鳥
」
は
五
月
、
六
月
と

筆
者
の
都
合
で
休
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
．
）

事器

防
盤
運
ゆ
動

4
月
1
日
～
5
月
1
0
日

　
　
　
　
　
〈
統
一
標
語
〉

ひ
ろ
げ
よ
ケ
森
へ
の
感
謝
と

　
　
　
　
　
　
防
火
の
輪

　
騰
難
瀞
騰
灘
灘
灘
灘
謄
獲
難

　
　
4
月
1
5
日
～
5
月
1
4
日

o
重
点
事
項

1
　、

2
　、

3
　、

4
　、

5
　、

6
　、

水
バ
ケ
ツ
等
を
準
備
し
、
焚

火
の
場
所
を
離
れ
る
時
は
、

完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

た
だ
こ
の
吸
い
が
ら
は
、
必

ず
消
す
こ
と
。

車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら

を
投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

強
風
又
は
異
常
乾
燥
の
時
に

は
焚
火
・
野
焼
き
を
し
な
い

こ
と
。

枯
れ
草
等
の
あ
る
危
険
な
場

所
で
は
、
焚
火
等
は
し
な
い

こ
と
。

焚
火
等
を
す
る
時
は
、
必
ず

7
　、

監
視
人
を
つ
け
て
お
き
、
火

勢
を
大
き
く
し
な
い
よ
う
に
、

監
視
を
怠
ら
な
い
こ
と
。

火
入
れ
の
許
可
は
必
ず
受
け

る
こ
と
。

　》
ノ

y
麺勧
無
p

／讐
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（
第
二
・
第
四
土
曜
）

　
　
　
　
　
日

の

と

　　　　は　　’

粟場は木みです

◎戸籍関係（出生・死亡・婚姻）の受け付けは、

　日直の役場職員が受け付けをします。

◎保育園は休みません。

上
越
保
健
所
か
ら

　
　
　
移
動
相
談
の
お
知
ら
せ

〔
公
害
移
動
相
談
〕

※
公
害
環
境
関
係
で
お
困
り
の
方

◎
日
　
時
　
毎
月
第
四
月
曜
日

・
役
場
内
で
の
相
談

　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
2
時
3
0
分

・
現
地
調
査

　
午
後
一
時
～
三
時

◎
場
所

・
松
代
町
役
場
（
5
月
と
n
月
）

・
松
之
山
町
役
場
（
4
月
と
1
0
月
）

※
郡
内
他
町
村
で
も
月
を
定
め
て

行
っ
て
い
ま
す
。
群
し
く
は
役
場

住
民
課
保
健
衛
生
係
へ
。

〔
衛
生
関
係
相
談
〕

※
食
品
、
理
容
、
美
容
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
等
の
相
談
を
受
け
付
ま
す
。

◎
期
　
日

　
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
（
火
・
金

　
曜
日
は
保
健
所
担
当
者
）

◎
場
　
所

　
大
島
村
役
場
内
食
品
衛
生
協
会

運
転
免
許
証
の
更
新
は
松
代
で

　
例
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
運
転

免
許
証
の
出
張
更
新
手
続
業
務
を

今
年
も
安
塚
警
察
署
、
郡
安
全
協

会
の
特
段
の
ご
配
意
に
よ
り
継
続

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
四
月
よ
り
十
一
月
ま
で
の
間
、

毎
月
第
三
金
曜
日
に
総
合
セ
ン
タ

ー
に
て
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

注
意
事
項

※
受
付
は
、
午
前
九
時
よ
り
十
一

　
時
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
深
視
力
検
査
が
で
き
な
い
為
、

　
大
型
・
二
種
免
許
の
更
新
は
で

　
き
ま
せ
ん
．

※
新
し
い
免
許
証
の
郵
送
手
続
き

　
は
で
き
ま
せ
ん
．

手
続
に
必
要
な
も
の

○
免
許
証

代
　
支
　
部

○
収
入
証
紙
　
二
五
〇
〇
円
分

○
協
会
費
　
　
一
五
〇
〇
円

○
写
真
一
枚
（
氏
名
・
住
所
変
更

　
に
は
も
う
一
枚
）

○
都
安
協
発
行
の
ハ
ガ
キ

※
安
塚
警
察
署
窓
口
で
の
更
新
手

続
き
は
、
第
二
・
第
四
土
曜
日
が

休
み
ど
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下

さ
い
。

確
定
申
告
を

忘
れ
鷲
糖
た
ら

　
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
、

修
正
申
告
し
た
り
、
更
正
を
受
け

た
り
す
る
と
、
新
た
に
納
め
る
こ

と
に
な
っ
た
税
額
の
他
に
、
過
少

申
告
過
算
税
な
ど
が
か
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
税
務
署
の
調
査
前
に
自

主
的
に
修
正
の
申
告
を
す
る
と
、

過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ

ん
。・
ま
た
、
万
が
一
、
確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
「
期

限
後
申
告
」
を
し
て
下
さ
い
。
期

限
後
申
告
も
税
務
署
の
調
査
を
受

け
る
前
に
自
主
的
に
申
告
す
る
と
、

無
申
告
加
算
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
早
く
、
自
主
的
に

申
告
し
て
下
さ
い
。

ア
ム
　
　
　
ア
ム
ア
ム
　
マ
ム
モ
モ
　
　
ア
ム

　
　
モ
ギ
ゑ

共
同
募
金
実
績
報
告

　
昨
年
十
月
か
ら
三
ヶ
月
間
に
渡

り
実
施
い
た
し
ま
し
た
共
同
募
金

及
び
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
は

町
内
の
各
世
帯
に
お
願
い
し
た
戸

別
募
金
を
は
じ
め
、
学
校
、
職
域

と
各
方
面
の
方
か
ら
温
か
い
心
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
、
ね
た
き
り
老
人
や

福
祉
施
設
入
所
者
に
慰
問
金
を
送

り
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た
募
金
の
総
額
及
び

配
分
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
募
金
総
額

　
　
　
一
一
八
万
五
七
三
六
円

○
配
　
分

　
A
配
分
旺
県
の
民
間
施
設
や
団

体
の
た
め
に

　
　
　
　
三
〇
万
五
〇
〇
〇
円

　
B
配
分
”
松
代
町
社
会
福
祉
協

　
議
会
へ
　
七
三
万
七
三
六
円

　
C
配
分
”
ね
た
き
り
老
人
介
護

　
手
当
や
施
設
入
所
者
慰
問
金

　
　
　
　
　
　
　
　
＋
五
万
円
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綿
卿
幽
騰
堕
報
だ
9
瀦
鍵
ら
曲
ひ
る
ぽ
徽
棚
撒
鷹
説
廼
萢
9
誘
四
6
世
ひ
る
睡

国
民
年
金
で
は
こ
ん
な
と
き

　
　
　
　
　
　
こ
ん
な
届
出
が
必
要
で
す

　
国
民
年
金
の
加
入
者
は
第
一
号

・
第
二
号
・
第
三
号
被
保
険
者
の

三
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
二
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
と

き
、
結
婚
を
し
た
と
き
、
ま
た
は

本
人
や
配
偶
者
が
転
職
し
た
場
合

な
ど
に
は
、
加
入
種
別
が
変
り
ま

す
の
で
、
そ
の
つ
ど
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、

す
み
や
か
に
届
出
願
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
役
場
住
民
課
、

国
民
年
金
の
係
へ
（
盈
七
r
二
二

一
一
〇
）

種別が変わったときは速やかに手続きを

　　届出の種類

資格取得届（1号該当届

1ノ　（　〃　）

　　　　種別変更届
　　　1

「　 一一

　　　ヨ
　　　r資格喪失届
　　　

　　　種別の、変更事由
未　加　入　者ブ第1号被保険者　20歳に到達

第2号被保険者→　　　〃　　　　会社を退職

第3号　　〃　ブ［　　〃　　　　配偶者が退職して自営業に

第1号被保険者→第2号被保藤会社へ就職

第3号　〃　→　　　〃　　　共稼ぎ開始

一
口
万
該
当

一
一
・
万
該
当

資格取得届（3号該当届

種別変更届

資格取得届（3号該当届

種別確認届（申出書）転職（厚生年金⇔共済年金）

　　　　　　’二判

自動的に資格喪失

（任意加入者は除く）

卒業し会社員と結婚

伝の人が会社員と結婚

職（結婚退職・共稼ぎ中止）

未　加　入　者→第3号被保険

1ノ第1号被保険者→

第2号被保険者→

第3号被保険者→

　　　　　　　　　　　　ト第1号・第3号→資格喪失　60歳到達

三
．
号
該
当
喪
失

五
月
三
日
（
憲
法
記
念
轟

　
　
　
　
一
，
〇
五
名
が
成
人
の
仲
間
入
り

　
松
代
町
の
成
人
式
は
、
五
月
三

日
（
憲
法
記
念
日
）
午
前
十
時
よ

り
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
本
年
度
の
対
象
者
の
方
へ
は
、

ご
案
内
い
た
し
ま
し
た
が
、
転
出

転
入
等
で
案
内
も
れ
の
方
が
あ
り

ま
し
た
ら
町
公
民
館
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。
　
（
盈
7
1
2
3
0
1
）

　
尚
、
平
成
2
年
度
の
成
人
式
対

象
者
は
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
二

日
か
ら
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
一

日
生
ま
れ
ま
で
の
方
で
す
。

　
た
く
ま
し
く
成
人
さ
れ
た
晴
姿

を
み
な
さ
ん
で
お
祝
い
を
い
た
し

ま
し
ょ
・
つ
。

春
の
防
狸
運
勤
が

　
　
　
　
実
施
毒
れ
ま
す

期
　
間

　
　
四
月
二
十
一
日
か
ら
四
月
三

　
＋
日
ま
で

重
　
占
描

　
O
　
防
犯
は
　
日
ご
と
　
家
ご

　
　
と
　
地
域
ご
と

　
ロ
　
カ
ギ
を
し
た
　
そ
の
手
そ

　
・
の
目
で
　
も
う
一
度

　
ロ
　
キ
ー
抜
い
て
　
気
を
ぬ
か

　
　
な
い
で
　
ド
ア
ロ
ッ
ク

　
四
　
ち
ょ
っ
と
ま
て
　
車
を
お

　
　
り
た
ら
　
す
ぐ
ロ
ッ
ク

　
㈲
　
ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
育

　
　
て
る
　
子
の
未
来

◎
被
害
に
あ
っ
た
ら
現
場
を
そ
の

　
ま
ま
に
し
て
、
ま
ず
一
一
〇
番

　
し
て
く
だ
さ
い
。

エ
ア
回
匿
タ
ス
教
室
を

　
　
　
　
　
　
　
開
き
ま
す

◆
日
　
時

　
4
月
2
1
日
～
n
月
1
7
日
の
第
一
、

　
第
三
金
曜
日
（
祭
日
の
場
合
は

次
週
）

　
夜
八
時
～
九
時
三
十
分

◆
△
五
　
場

　
町
総
合
体
育
館
柔
剣
道
場

◆
講
　
師

　
十
日
町
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
イ
ン
ス

　
ト
ラ
ク
タ
ー
、
　
「
十
日
町
エ
リ

　
ア
・
ド
ゥ
」

◆
対
　
象
　
一
般
女
性

◆
受
講
料
　
二
五
〇
〇
円
（
年
間
）

◆
申
し
込
み
　
人
数
把
握
の
た
め

　
4
月
1
8
日
㈲
ま
で
に
受
講
料
持

　
参
の
上
、
体
育
館
へ
（
費
七
－

　
二
三
七
五
）

労
働
保
険
の
申
告
・

　
　
　
納
付
ぽ
お
早
め
に

　
平
成
二
年
度
の
労
働
保
険
料
の

申
告
と
納
付
の
受
付
け
が
、
四
月

一
日
か
ら
五
月
十
五
日
ま
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
、
手
続
き
の
お
済
み
で
な

い
事
業
主
の
方
は
、
な
る
べ
く
お

早
め
に
保
険
料
申
告
書
に
保
険
料

を
添
え
て
、
最
寄
り
の
銀
行
等
に

申
告
納
付
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
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転
出
さ
れ
た
先
生
（
あ
り
が
匙
鵜
き
慰
郡
続
）

【
校
長
・
教
頭
】

▽
清
水
小
・
校
長

　
矢
嶋
継
男
（
糸
魚
川
市
浦
本
小
）

教
頭

　
平
沢
　
忠
（
新
井
市
矢
代
小
）

▽
孟
地
小
・
校
長

　
田
中
達
久
（
吉
川
町
源
小
）

教
頭

　
桑
原
　
喬
（
津
南
町
上
郷
小
）

▽
北
山
小
・
校
長

　
広
川
邦
夫
（
見
附
市
教
委
）

教
頭

　
鼻
山
徳
治
（
上
越
市
富
岡
小
）

▽
蒲
生
小
・
教
頭

　
江
口
俊
博
（
柿
崎
町
上
下
浜
小
）

▽
奴
奈
川
小
・
校
長

　
村
沢
真
琴
（
板
倉
町
宮
島
小
）

▽
莇
平
小
・
校
長

　
濱
口
　
剛
（
長
岡
市
坂
之
上
小
）

▽
蓬
平
小
・
校
長
・

　
市
村
幸
雄
（
牧
村
牧
小
）
，

教
頭

，
本
柳
宗
一
郎
（
湯
沢
町
三
国
小
）

▽
松
代
中
・
教
頭

　
横
尾
元
則
（
真
野
町
西
三
川
中
）

【
教
　
諭
】

▽
孟
地
小

　
土
田
和
夫
（
上
越
市
和
田
小
）

坪
谷
秀
雄

　
　
　
（
塩
沢
町
第
一
上
田
小
）

能
登
か
お
る

　
　
　
　
（
上
越
市
戸
野
目
小
）

▽
北
山
小

　
井
上
　
功
（
松
之
山
町
浦
田
小
）

　
井
上
政
身
（
安
塚
町
安
塚
小
）

▽
蒲
生
小

　
早
川
政
宏
（
長
岡
市
楢
吉
小
）

　
岩
崎
泰
子
（
新
井
市
長
沢
小
）

▽
奴
奈
川
小

　
岩
崎
一
成
（
上
越
市
東
本
町
小
）

　
内
田
宣
子
（
上
越
市
飯
小
）

▽
儀
明
小

　
西
出
佐
恵
子
（
新
井
市
新
井
小
）

▽
莇
平
小

　
吉
田
美
枝
（
妙
高
村
原
通
小
）

▽
蓬
平
小

　
中
村
親
志
（
上
越
市
小
猿
屋
小
）

▽
松
代
中
学
校

長
沢
文
夫

　
　
　
（
上
越
市
直
江
津
東
中
）

　
松
永
哲
郎
（
上
越
市
城
北
中
）

　
市
川
亨
子
（
上
越
市
城
西
中
）

【
主
　
査
】

▽
松
代
小
・
栄
養
士

市
川
裕
子

　
　
　
（
松
之
山
町
松
之
山
中
）

【
退
　
職
】

　
樋
口
八
重
美
（
松
代
小
）

　
古
島
ト
シ
子
（
松
代
小
）

　
中
沢
正
世
（
松
代
中
）

◎
県
立
松
代
高
等
学
校

【
教
頭
】

藍
木
新
（
長
岡
大
手
高
）

【
教
諭
】

笠
原
　
徹
（
加
茂
農
林
高
）

樋
口
　
信
（
十
日
町
高
）

【
主
事
】

藤
本
恵
一
（
十
日
町
土
木
）

新
し
く
釆
ら
れ
た
先
生
（
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
）
敬
称
略
（

【
校
長
・
教
頭
】

▽
孟
地
小
・
校
長

長
谷
川
正
雄

　
（
新
井
市
新
井
北
小
）

教
頭

　
竹
原
　
忠
（
頸
城
村
南
川
小
）

▽
北
山
小
・
校
長

　
高
橋
孝
雄
（
見
附
市
名
木
野
小
）

教
頭

　
加
茂
川
義
靖
（
上
越
市
城
東
中
）

▽
蒲
生
小
・
教
頭

　
江
口
賢
治
（
清
里
村
櫛
池
小
）

▽
奴
奈
川
小
・
校
長

　
塚
本
宇
男
（
柿
崎
町
柿
崎
小
）

▽
莇
平
小
・
校
長

　
小
山
憲
雄
（
高
柳
町
門
出
小
）

▽
蓬
平
小
・
校
長

　
佐
藤
英
信
（
妙
高
村
大
鹿
小
）

教
頭

　
高
橋
賢
介
（
中
之
島
町
信
条
小
）

▽
松
代
中
・
教
頭

　
福
田
伊
治
（
上
越
市
城
西
中
）

【
教
諭
】

　
松
代
小
・
菅
刈
分
校

　
福
原
律
子
（
吉
川
町
・
旭
小
）

養
護

　
岩
島
美
智
代
（
新
規
採
用
）

▽
孟
地
小

福
原
将
人

　
（
上
越
市
県
立
高
田
盲
）

▽
北
山
小

宮
川
哲
夫

　
（
上
越
市
春
日
新
田
小
）

▽
蒲
生
小

　
武
田
比
呂
美
（
津
南
町
上
郷
小
）

　
加
藤
智
恵
（
長
岡
市
楢
西
小
）

▽
奴
奈
川
小

　
佐
野
裕
昭
（
上
越
市
国
府
小
）

▽
儀
明
小

　
橋
立
正
子
（
下
田
村
飯
田
小
）

▽
莇
平
小

　
高
浪
聡
子
（
柿
崎
町
黒
川
小
）

▽
蓬
平
小

　
佐
藤
敏
男
（
上
越
市
城
西
中
）

　
　
　
　
　
　
　
）
内
は
前
任
地

▽
松
代
中

　
内
藤
正
行
（
上
越
市
城
西
中
）

　
青
山
元
一
（
柿
崎
町
柿
崎
中
）

　
伊
倉
真
由
美
（
新
規
採
用
）

【
主
　
査
】

▽
松
代
小
・
栄
養
士

　
相
沢
雪
枝

　
（
松
之
山
町
松
之
山
中
）

◎
県
立
松
代
高
校

【
教
頭
】

　
水
島
舜
互
（
糸
魚
川
高
校
）

【
教
諭
】

　
本
間
　
亮
（
新
規
採
用
）

　
大
谷
地
　
亮
（
新
規
採
用
）

【
主
事
】

　
水
落
憲
裕
（
糸
魚
川
土
木
）
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校
区
φ
み
な
ぐ
ん
に

惜
し
言
れ
な
が
ら

　
三
月
二
十
四
日
、
清
水
小
学
校

で
、
児
童
数
三
人
の
う
ち
二
人
が

通
い
慣
れ
た
学
舎
を
後
に
す
る
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
四
十
三
回
の
卒
業
生
と
な
っ

た
五
十
嵐
孝
志
君
と
小
野
島
政
樹

君
に
、
矢
嶋
継
男
校
長
先
生
は
、

〈
温
か
い
拍
手
に
送
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
卒
業
す
る
二
人　　　　　　　　翻

　　　　　　　　難

　　　　　　磯　　　　　麗
　　　　纈

　　響

韓

（清水小）
　　　　　　と

（海老分校）

清
水
小
学
校
に
入
学
し
た
当
時
の

二
人
の
様
子
を
語
る
と
と
も
に
六

年
間
で
立
派
に
成
長
し
た
こ
と
を

誉
め
、
　
「
十
二
歳
の
段
階
で
十
年

後
の
自
分
の
姿
を
想
像
し
、
中
学

校
の
三
年
間
で
目
標
を
し
っ
か
り

作
っ
て
下
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。　
こ
の
日
、
　
一
人
で
卒
業
生
を
送

る
こ
と
に
な
っ
た
五
十
嵐
輝
幸
君

（
二
年
）
は
、
卒
業
式
の
お
客
さ

ん
の
受
付
け
を
す
る
な
ど
朝
か
ら

大
忙
し
。
四
月
か
ら
松
代
小
学
校

校
に
通
う
こ
と
を
「
う
れ
し
い
で

す
」
と
、
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　
休
校
と
な
る
清
水
小
学
校
は
、

社
会
教
育
の
場
と
し
て
、
目
的
を

変
え
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

》
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に

　
　
　
　
　
　
　
　
校
歌
を
斉
唱

　
翌
二
十
五
日
に
は
、
孟
地
小
学

校
海
老
分
校
で
同
校
の
閉
校
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
五
年
、
松
之
山
村
第
五
中

学
区
第
三
十
八
番
浦
田
口
校
付
属

海
老
校
と
し
て
、
開
設
以
来
百
十

余
年
間
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
学
舎
の
灯
を
と
も
し
、
四
〇
四

名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

「
統
廃
合
は
時
代
の
流
れ
。
こ
の

た
び
の
閉
校
は
、
新
し
い
教
育
の

出
発
点
」
と
田
中
達
久
校
長
先
生
。

関
谷
町
長
は
「
子
供
が
い
な
く
な

る
た
め
と
は
言
え
、
学
校
が
無
く

な
る
こ
と
は
非
常
に
残
念
。
建
物

は
除
雪
基
地
と
し
て
建
て
変
え
、

地
区
住
民
の
冬
期
間
の
足
を
確
保

す
る
た
め
に
役
立
て
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
最
後
の
在
校
生
と
な
っ
た
山
岸

ゆ
み
子
さ
ん
（
六
年
）
、
山
岸
克
敏

君
（
三
年
）
、
山
岸
智
美
さ
ん
（
一

年
）
は
、
四
月
か
ら
松
代
の
小
学

校
と
中
学
校
に
通
い
ま
す
。

　
社
会
現
象
と
も
言
え
る
児
童
数

の
減
少
。
こ
の
影
響
を
ま
と
も
に

受
け
る
の
が
小
規
模
の
学
校
で
す
。

私
た
ち
の
町
に
は
、
一
番
多
い
時

で
小
学
校
十
九
校
、
中
学
校
が
六

校
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
小
学
校

十
二
校
、
中
学
校
一
校
に
。
そ
し

て
、
海
老
分
校
が
閉
校
し
、
清
水

小
学
校
が
休
校
と
な
り
ま
す
。

編
集
後
　
記

”
読
ん
で
も
ら
え
ぬ
広
報
を

寒
さ
（
暑
さ
）
こ
ら
え
て
　
作
り

ま
す
”
　
（
都
は
る
み
の
ヒ
ッ
ト
曲

「
北
の
宿
」
の
節
で
）
と
歌
い
な

が
ら
原
稿
用
紙
と
ニ
ラ
メ
ッ
コ
し

て
い
た
こ
の
仕
事
と
も
、
い
よ
い

よ
今
月
号
で
お
別
れ
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
無
理
な
注

文
に
快
よ
く
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
▼
担
当
の
く
ど
き
場
、
息
抜

　
　
　
　
　
　

き
場
と
し
て
今
ま
で
こ
の
欄
を
埋

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
書
く
こ

と
で
一
種
の
安
堵
感
み
た
い
な
も

の
が
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
か
ら
不

思
議
な
も
の
で
す
。
と
は
言
え
読

み
づ
ら
い
文
章
を
一
人
で
納
得
し

て
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
う
に
は

か
な
り
の
厚
顔
で
な
い
と
で
き
ま

せ
ん
。
幸
い
今
度
の
担
当
も
か
な

り
の
厚
顔
？
　
期
待
し
て
下
さ
い
。

戸
籍
の
窓
口

（
2
潟
驚
日
～
3
月
％
日
受
付
）

　
げ
為
き
な
よ
糖
蓬
儒
（
出
生
）

　
　
ニ
う
サ
ゆ

齋
藤
笹
輔
ち
諜
　
文
明
叢
蓋
千
代
談

　
　
（
長
男
・
田
野
倉
・
み
懸
）

　
畢
鮭
多
犠
衷
生
を
（
結
婚
）

丸
幽
久
顛
・
本
幽
久
美
畢
譲

　
　
　
　
　
駆
蒲
生
・
と
み
ん
）

繭
雲
隆
・
臼
群
香
蒙

　
　
　
　
　
撫
室
野
・
瀞
野
崖
）

　
醤
冥
を
祈
鰻
蒙
鱗
｛
死
堂
）

麹
鐵
叢
郎
懲
鑑

蒼
弊
垂
溝
蒙

麟
構
榮
繹
譲

蕩
羽
藩
織
嚢

秋
幽
長
薫
潅

憲
翼
隷
鍵
書
濾

　
　
篶
歳

　
　
撚
犬
伏
・
倉
〉

　
　
麗
歳

燃
松
磯
・
す
が
糖
）

　
　
総
歳

懲
蒲
盤
・
畏
譲
灘
）

　
　
難
歳

燃
松
代
・
懲
建
鑑
）

　
　
醗
歳

郷
溝
撫
・
佐
治
院
）

　
　
磁
歳

騰
穣
代
・
遊
江
羅
繊
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四　τ鴇
　　級　　飛五　　　　　、

　　　車八六　　　5　　の段
　　分　　さ
七　　　　で　　ば
　持　初　　き北
八　駒　段　　方村

　　。　が昌九　銀　　　　肝男

　　　　　　　　　シで　　ら
　　　　　　　　　の　　’四わわ
1　　鼓・　灘　　　　　花ブ月がが
　騨　，馨繕欝欝　灘　麟　がナ下国国

　　　繍　　　　　　　　　わと花野で　　職難幾．・

　　，．．　鮭慰吾覧等、1
　　　　　　　　　いい　どる海一　　　　　　　　　顯空コこ　・道

　　　　鰯　　　　　．をブろ　　か　　　　護　・・　　　　　　　　籔

　野
　に
ヨ咲
　く
謬花

鎌

銀 彰

角 罫 歩

乎 正

飛

謬

お

γ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
か

ら
わ
か
国
全
土
に
野
生
す
る
。

　
四
月
下
句
頃
が
花
の
見
ど
こ
ろ

　
　
ブ
ナ
の
若
葉
と
真
白
い
コ
ブ

シ
の
花
が
春
の
や
わ
ら
か
い
空
を

　
　
　
　
　
　
ー
　
翻
、
膿
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翠

．
謙
糊

蕪
濯

灘

，
　
鮭

嘱

蝋

灘

　
　
　
　
　
　
　
八
段
　
北
村
昌
男

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
飛
車
の
さ
ば
き
方
が
肝

　
　
　
、
　
O

　
　
じ

　
　
　
’

　
　
m
分
で
4
級
、
5
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
銀

　
　
　
　
　
四
五
　
六
七
八
九

　
バ
ッ
ク
に
咲
き
競
い
足
も
と
に
、

　
残
雪
な
ど
は
、
こ
の
地
な
ら
で
は

　
の
希
景
と
思
う
。

　
　
落
葉
高
木
で
八
㌶
～
十
麿
位
に

　
な
り
庭
木
や
公
園
樹
に
用
い
ら
れ

　
る
。

　
　
名
前
の
由
来
は
、
実
の
形
が
で

　
こ
ぼ
こ
で
、
握
り
こ
ぶ
し
の
よ
う

　
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
。

　
犠
，
麹

　
　
　
ウ
、
麟
疑
　
．
餓

　
　
　
　
襲
　
，
、
罰
　
　
　
　
躍
撒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

瞬
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
p
．
藁

羅
　
　
　
　
搬欝

難
褻

　　　　。鞘帝判ユしメ，塘マ箪莚一

1尋箪莚＝二1。手ユ歪蚤手遅箪超＝1（o

目士乙凄淵翼尋車莚遅手手零臣マヨ≡

三1ユし遅oη　。ユヂ㍊￥1’正三1
’箪賦二εり乃正團～贈季三z〈纏認〉

　　　　　　　　。取旱！士Hユ手

蟹三ε’窪三1’準堪田ε’正回’箪

㍊コ1’正＝落’欝二rε’正三3’莚

yl’正三1’欝三Z〈耀亘r漸母袈〉


